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1．はじめに 
 
アイリーン・グレイは、20 世紀初頭、漆芸による装飾芸術家として活躍した後、斬
新な住宅建築「E.1027」を設計した建築家でありデザイナーである。日本では、最近、
グレイの映画が公開されたことなどにより、グレイに多くの人がより関心をもつよう
になった。また、モダニズム建築の巨匠、ル・コルビュジエがグレイの住宅 E.1027 に
落書きしたこともよく知られている。しかし、グレイが家具や建築のデザインを通し
て何を生み出そうとしたのか、そしてル・コルビュジエがなぜ落書きしたのかは、映
画でもこれまでの論文でも全てが明らかになっているわけではない。 
また、グレイに日本漆芸を教えて協働した漆芸家・菅原精造にも世界中から注目が
集まっているが、まだ謎の多い人である。ここでは、グレイとこの 2 人の謎の解明に
近づいてみたい。 
 
2．アイリーン・グレイの謎 ―グレイは何を生み出そうとしていたのか？ 
 
2-1 生涯と時代背景 
グレイは、1878 年に生まれ 1976 年に 98 歳で他界する
まで、ほぼ 1 世紀を生きた女性建築家・デザイナーであ
る。世界中の研究者がどのような人物であったか探って
いるが、まだわからないことも多い。ここに、グレイの
姿が写っている写真がある。菅原の娘の元に残っていた
もので、海外のグレイ関係の書籍にはまだ掲載されてい
ない。写真を見ると、グレイは長身で、着ているものは
黒っぽいシルクのテーラード仕立てのスーツ、たばこを
持ちアンニュイな表情をしている。おそらく、50 歳前後
で、装飾芸術家から建築家に転身した頃と思われる（図 1）。 
 グレイの名前が世界中の一般の人々に知られる切っ掛
けになった作品に、「ドラゴンチェア」と呼ばれるソファがある（図 2）。このソファは
巡り巡ってイブ・サンローランが所持していた。サンローランの没後、遺品がオーク
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図 2 ドラゴンチェア 
ションにかけられた際、このソファには当時の日本円
に換算して約 30 億円という高額の落札価格がついて
競り落とされ、世界中で話題になった。ソファ肘掛部
分に付いている蛇の造形は、おそらく菅原による彫刻
で漆が塗られている。現在、復刻されているグレイの
家具、例えばテーブル「E.1027」に比べると、同じ人
物によるデザインとは思えないほど雰囲気が違って見
えるが、どこかが繋がっていると私は考えている。 
 グレイはアイルランド、ブランスウッドの裕福な家
に生まれた。父親が画家で自由な気風の持ち主だった
のに対して、母親は厳格な人であったため、グレイは父親をより慕っていたとされる。
グレイが住んでいた家はアイルランドの妖精が出てきそうな蔦の絡まる家だったが、
家族が当時流行の豪華な様式美の家を望んで建て替えられてしまう。グレイは新しい
家に馴染めずアイルランドを出てロンドンに行き、絵画学校スレイドスクールに入学
する。当時の美術学校は花嫁修業の場でもあり、グレイは、後の様子とは異なり、髪を
結い、帽子を被り、腰を締め上げたドレスで装っていた。その後、さらに家族から離れ
たいと考えてパリに渡った。 
 パリでは、エコール・コラロッシ、次いでアカデミー・ジュリアンで絵画を学ぶ。
20 世紀初頭のパリには、ユトリロ、ピカソ、モジリアーニなど芸術の大天才が集まっ
ていた。グレイが自分の絵画の能力には限界を感じていた 1907 年頃、日本からパリに
渡っていた菅原と出会い、漆芸に着手する。 
グレイと漆の出会いは、グレイの評伝を著したピーター・アダムによると、1900 年
のパリ万博に行った際に展示されていた漆芸品を見て、漆のもつ黒色、艶を美しいと
思った時に始まるようである 1）。ヨーロッパでは、マリア・テレジアや娘のマリー・
アントワネットが漆芸品を珍重したように、日本が鎖国していた時代にも漆の品々は
土産物として持ち出され、たいへんな人気があった。そうした漆芸品はヨーロッパの
気候で乾燥すると割れてしまうので、ロンドンのソーホー地区に漆の修理店があった。
グレイがロンドンに休暇で帰った折には、漆芸店の店主に手伝わせてほしいと頼んだ
ようである。しかし、本格的に漆芸の習得を始めたのはパリで菅原に会ってからであ
る。ただし、どのようにして出会ったかはいまだ不明であり、今も調査を続けている。 
グレイは、皿などの食器類や象徴主義的な物語性のある絵から漆芸を始め、蓮の花
のような脚が付いたアール・ヌーボー様式のテーブルや屏風など徐々に家具の制作に
移っていった。最初の出世作ともいわれている屏風「運命」は服飾界の重鎮、ジャッ
ク・ドゥーセが高額で購入したといわれている。その後、インテリアデザインとして
の室内装飾芸術にも着手するようになり、「モンテカルロの部屋」を装飾芸術家協会の
展覧会に出品する。当時は、模型や図面でインテリアデザインを発表するのではなく、
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図 3 ロタ通りのアパルトマン玄関 図 4 ロタ通りのアパルトマン居間 
インテリアの実物を展覧会場に造って発表していた。また、帽子デザイナーのマダム・
マシュウ・レヴィ夫人からアパルトマンの改装を依頼され、1924 年に「ロタ通りのア
パルトマン」と呼ばれる実際の室内装飾も完成させている（図 3,4）。この作品の玄関
ホールには、450 枚もの漆の小パネルが積み上げられており、その制作には、菅原だけ
では手が足りなかったため、日本から渡仏していた美術家たちの手伝いによって改装
された。これら 2 つのインテリア作品はオランダの『ウェンディンヘン』という主要
美術雑誌に特集され、ヨーロッパの人々にグレイの存在が初めて広く知られることに
なった2）。また、この雑誌に掲載されたことにより、オランダのデ・ステイルの一員
である主要建築家 J.J.P.アウトから絶賛するハガキが届いている。 
この時代は服飾界では、ココ・シャネルの活躍がよく知られるように、女性が台頭
し始めていた。グレイもまた友人と共に「ジャン・デゼール」というギャラリー店を
開き、テキスタイル作品や菅原とともに協働で制作した漆作品を展示して販売した。
それらの作品は極めて高価であったが、1920 年代の富裕層には評価が高く、制作が追
い付かないほどの要望があったようである。 
フランスの建築と美術の雑誌『ラルシテクチュール・ヴィヴァント』誌の編集長だ
ったジャン・バドヴィッチは、前述の『ウェンディンヘン』誌にグレイの作品がいか
に素晴らしいかを解説する記事を書いた。その後、バドヴィッチはグレイに「もう漆
など止めて建築をやった方がいい」と助言したとされる。グレイは建築を学んだ経験
がないことから、一旦は躊躇したようだが、バドヴィッチがグレイに直接、建築の手
ほどきをすることを申し出た。著名な建築のトレースや計画案を試案した後、1926 年
からグレイは実践を通じて建築に向き合う。そうして1929年に完成したのが「E.1027」、
グレイ最初の住宅である。バドヴィッチとグレイは恋人同士でもあり、「E.1027」は二
人で夏の間一緒に過ごし、仕事もしつつ友人を招き、海に出て遊ぶ目的で設計された
が、人々が家を建てる際、着想の得られるモデル住宅として位置付けて、二人の名前
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図 5 E.1027 南外観 
で、建築の仕事の依頼を受ける意欲も持っていた。また、第一次世界大戦で深刻な住
宅不足に対応するための「最小限住宅」としても発表している。 
1931 年、グレイはバドヴィッチの「シャトーブリアン通りのアパルトマン」も改装
している。ここでは、パンチングメタルをいち早く家具素材として活用し、金属製素
材の布カーテンでサニタリーを使い方に合わせて変化させるなど、斬新な工夫が施さ
れている。2作目でありかつグレイ最後の建築は、1934 年に南仏の山に建てられた「テ
ンペ・ア・パイヤ」である。その後、サント・ロペの古い民家を改装して自身の別荘
をデザインしたが、建築を実現する機会には恵まれず、模型と図面で公共建築案など
を設計して発表するに留まった。 
しかし、1976 年、98 歳で亡くなる直前までグレイの創作意欲は衰えず、屏風や家具
を作り続けた。紙の模型を手で折って試行を繰り返し、新たな空間を創り出すことを
考え続けた一生であった。 
 
2-2 E.1027 概要と 4つの模式図 
1929 年、バドヴィッチとグレイは、雑誌『ラルシ
テクチュール・ヴィヴァント』に自分たちの住宅
「E.1027」を特集して掲載した 3）。建築だけでなく家
具、テキスタイル、壁のレタリングなど全てがグレイ
のデザインである。ル・コルビュジエが自作の建築に
シャルロット・ぺリアンとともに家具をデザインして
置くようになったのもこの頃のことであるが、グレイ
は家の内外の全てのしつらえをデザインしていた。 
「E.1027」が建てられた敷地はフランスとイタリ
アの境、地中海に面した小さな町ロクブリュヌにあ
る(図 5)。家の北側は線路を挟んで山に、南側は海
に面しており、家から直接、海に下りていくことの
できる崖に建っている。なぜこの場所に建てること
にしたのかについて、グレイは誰からも邪魔されずに過ごせる敷地を探し続けたと述
べている。パリはたいへん騒々しいため、バカンスを友人やバドヴィッチと静かに過
ごせるよう、誰からもどこからも見られない場所を選んだのである。 
「E.1027」の主階には、部屋が 2つ、キッチン、浴室がある(図 6)。キッチンは、こ
の地方の慣習に倣って外に配されているが、グレイが食事の匂いが家の中に漂うのを
好まなかった上に、本人ではなくメイドのルイーズが料理しサービスをしていた。螺
旋階段で降りる下の階には、ピロティ、ルイーズの部屋、客用寝室がある(図 7)。この
ように「E.1027」の部屋数は極めて少ないが、状況に応じてさまざまに対応できるよ
うに、可変性のある空間が考えられた。 
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図 9 アクソメと模式図 
図 6 E.1027 主階平面図 図 7 E.1027 地階平面図 
 
特集号の中に 4つの模式図が載っている（図 8）。これら
の図に関するグレイの解説はなく、またこの模式図につい
て書かれた論文はない。図 A と図 C のみがハーバード大学
における展覧会カタログに抜粋されて掲載されただけであ
る 4）。しかし、私はこれらの図をグレイのデザインの謎を
解くための重要な鍵だと考えている。以下では、図に付さ
れた図版番号を頼りに、グレイのデザインの方法を推察し
てみたい。 
図 A は仮眠コーナー、図 B はティーテーブル、図 C は仕
事室兼主寝室、図 D は食事スペースに関するダイアグラム
であり、それぞれに幾何学形を変化させる操作の方法が示
されている（図 9）。図 A は直方体の一部を南側にずらす、
図 B は長方形の一部を折る、図 C は長方形を 2 分割する、
図 D は長方形の平行移動する手法が表されていることが分
る。グレイはなぜこのような手法を取り入れたのだろうか。
答えは、多様な使い方ができるように空間自体が変化でき
るようにしたかったからである。グレイは最小限住宅を建
てたかったが、小さいからといって何かを我慢するような
家は建てたくなかったのである。 
図 A の操作では、建物を規定する直方体の一部を少しだ
けずらすことにより、居間スペースから視線が遮られ落ち
着くことのできるくぼみをつくり仮眠コーナーとした（図
10）。小さなベッド、蚊帳や枕を収納できる棚、本やカップ、
そして灰皿を置くことのできる回転テーブルを、飛行機の
図 8 4 つの模式図 
図 B 
図 C 
図 A 
図 D 
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図 10 仮眠コーナー 
コックピットのようにコンパクトにまとめて設えている。
海で泳いだ後、階段を上ってすぐに図 Aの操作で空けられ
た出入口からシャワー室に床を汚すことなく入ることが
でき、シャワーを浴びた後、すぐに体を休めることのでき
る場所にしたかったと推察される。 
図 Bでは、ティーテーブルの基本形を長方形と考え、長
手方向の真ん中に切り込みをいれて折り曲げ、天板を脚に
変化させている（図 11）。なぜこのような形にしたのだろ
うか。グレイは特集号の説明のなかで、このテーブルに関しては「折りたたむことが
でき、また果物や菓子の皿が置くことができ、幅の狭い側にはこれから出すコップが
置ける」と書いている。つまり、折り曲げられて空いた場所に主人が立ち、狭い天板
面の前には客がいることが想定されている。主人は、広い天板面でお茶やカクテルを
作り、狭い天板面へ準備が整った飲み物のコップやグラ
スを客人のために差し出す。中央の丸い盆には果物やケ
ーキなどが載せられており、客のゾーンに回転させれば、
取りやすくなるように考えられている。つまり図 Bの操
作によって、このティーテーブルは、家の中のどこにで
も移動できるバーカウンターになるようデザインされ
たのである。 
図 C は、長方形の部屋を半分だけずらすことにより、
寝る場所と仕事の場所を緩やかに分けることが考えら
れている（図 12）。例えば、長方形ワンルームの部屋で
は、扉を開けると中の全てが見えてしまう。しかし、ワ
ンルームを 2 つに分けずらせば、視線は遮られプライベ
ートなベッド周りを隠すことができ、さらに、仕事のス
ペースも独立して感じられるようになるとグレイは考
えた。 
図 Dは、テラスに面してあったはずの壁を平行に移動
させて階段を覆う壁とし、空いた場所を「fenêtre 
paravent:屏風窓」と名付けられた開口部に変えたこと
を表現している（図 13）。この窓を回転させて折りたた
むことにより、ダイニングルームを外部にも配置するこ
とができる。雨の日や寒い日は室内で食事をし、気持ち
の良い朝や気候の良い日は窓を全て開けてテーブルを
外に動かす。食事コーナーを天候に合わせて拡張できる
よう考えられたわけである。その意図は、模式図には示 図 13 食事コーナー 
図 11 ティーテーブル 
図 12 主寝室兼仕事部屋 
－ 72 －
図 15 洗面コーナーの鏡 図 16 南西外観とテラス階段 
されていないが、グレイが描いた独自の動線図
にテーブルを動かす軌跡として明示されている
（図 14）。 
ところで図 A,C,D は建築に関係する図である
のに対して、なぜか図 B だけは家具に関する図
である。スケール感の異なる図が、一連のダイ
アグラム内にまとめられているのは、一見、奇
妙である。一般的に、「建築」の方が「家具」よ
りも複雑で検討する課題が多く、ヒエラルキー
として高い地位にあると思われがちだからである。しかし、グレイにとってはそのよ
うな順位付けはどうでもよかったに違いない。「家具」も「建築」も同じ価値として捉
え、どちらも同じデザイン手法で対応できると考えたのではないだろうか。 
例えば、図 B の操作は、主寝室兼仕事室の洗面コーナーに設置された鏡にも同様に
適用されているが（図 15）、それだけでなく、南側の大テラスと階段の関係にも応用さ
れている（図 16）。鏡も階段も前述のティーテーブルの天板と同じ水平板と考えると、
途中までハサミを入れて切り込み、折り曲げるという同様の手法でデザインされてい
ることが了解されるだろう。 
逆に、グレイの初期の家具作品を見ると、回転する引出しをデザインしたものがい
くつもあり、図 A と似たような操作方法で基本形態の一部を分解し移動させるという
感覚でデザインされ、引き出しに大きな関心が払われていることがわかる。「E.1027」
の客室の作り付けクローゼットも直方体の角を分解し回転させる引き出しとなってい
る。引出しだからといって当たり前のように平行に前へ引き出すのでなく、建物を操
作するのと同じようにグレイは扱っているのである。また、壁を水平に平行移動させ
る図 Dの操作を、垂直移動に変換させてみると、「テーブル E.1027」のデザイン手法と
図 14 E.1027 動線図 
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図 17 テーブル E.1027 
図 18 操作分解図 
同じであることがわかる（図 17）。 
この「テーブル E.1027」は大量生産で復刻され
て有名だが、元はどのように発想されたのかとい
うと、朝、起きて間もなく朝食や飲み物を運んで
もらい、横臥したまま食事がとれる要求を叶える
ためのテーブルであった。そのため、ベッドの側
面にテーブルの脚部があたらないようキャンチレ
バーで支えられており、また、客人の体格や姿勢
によって調節できるように天板を上下できる。グ
レイは人間の貪欲な欲望に対して、その横着な性
質までも検討の範囲に入れつつ、家具と空間がど
こまで応えられるか、様々な実験を試していたの
かもしれない。「家具」も「建築」も 4つの模式図
に代表されるように同じ方法でデザインした根底には、このグレイの飽くなき探求心
があったと思われる。 
さらに、私がグレイに稀有な能力を感じるのは、彼女が頭の中で想像し動かしたデ
ザインプロセスの様子を、そのまま構造体や調節機能として現実化してしまう点であ
る。デザインの概念（バーチャル）と現実（リアル）の状態を、重力の有無にかかわ
らず折り合わせて完成させてしまう能力である。例えば、「テーブル E.1027」の形は、
現在、私たちがパソコンの3Dソフトで物体をデザインするかのように、まず円を描き、
コピーして上方にドラッグするとほぼ出来上がる。グレイの驚くべき点は、ドラッグ
した軌跡をそのまま鋼管の構造体に転用して天板を支えさせたことである。さらに、
鋼管構造体の中には、小径の鋼管が仕込まれ
ており、引っ張り上げれば、現実の高さをバ
ーチャルの動きと同様に自在に調節できる
のである。 
同じように、図 Cの操作の応用とみなせる
「円弧型ソファ」は、概念上、テキスタイル
カーペットの円形図柄の一部をカットして
上に平行に上げるとソファの座面になり、さ
らに背もたれ部をコピーして外側に回転さ
せ、つき出して動きを表現する。表現しただ
けでなく、付属のガラステーブルも円弧に沿
って回転スライドし、座る人の位置にあわせ
て調節される。このように、頭の中で考えた
デザインプロセスをそのまま現実に取り出
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し、軌跡の動きを家具の可動性として付与し機能させることができるのが、グレイの
作品の大きな特徴の一つである。20 世紀初頭、「家具」と「建築」を等価に扱う建築家
は、トーマス・ヘリット・リートフェルトやジャン・プルーヴェなど他にも幾人も優れ
た建築家がいるが、概念の動きまでデザインに表した人はグレイの他に見当たらない。 
ここで、改めてグレイの作品を見てみると、平面形と立体、平行移動と回転移動の
組み合わせでデザインされた傾向が大きいことがわかる（図 18）。また、動きの操作が
デザインに反映されているのは家具や建築だけではない。グレイの書いた動線図には
実線・破線・斜線が平面の簡略図の中に書き込まれている（図 14）。実線は、住宅を使
うグレイやバドヴィッチ、客人が実際に動く
線であり、破線は使用人ルイーズが動いてサ
ービスに使う動線である。斜線は太陽の光の
入り方を表している。今のように環境工学が
深化していない時代にあって、グレイは住環
境の時間的推移を何とかシミュレートしよ
うとしていたことがわかる。「E.1027」の最
大の特徴は、人間と家具と建築と太陽が連動
するように考えられた家だということである。 
 
2-3 テンペ・ア・パイヤ概要 
1934 年、グレイが設計した 2 番目にして最
後の家、「テンペ・ア・パイヤ」は、「E.1027」
が海の家だとすると山の家である（図 19）。誰
かと一緒に暮らしたり、客を招いたりする目
的はなく、自分自身が仕事に集中できるよう
考えられた家である。このように「E.1027」
とは異なる目的で設計されているが、同様の
手法でデザインされているところも多い。 
「テンペ・ア・パイヤ」のアプローチは、
家に接する道路から小さな階段を上がるとテ
ラスがあり、そのテラスから仕事室に直接入
ることができる珍しいものである（図 20）。主
な部屋は仕事室と寝室のみで、「E.1027」より
さらに最小限の機能に絞り込んだ家である。
反対に家具類は、「E.1027」にもまして回転し
機能を変えるものが多い。例えば、テラスの
椅子が長い寝椅子に変化し、テーブルは2回、
図 20 テンペ・ア・パイヤ 平面図 
図 21 テンペ・ア・パイヤ 寝室詳細平面図 
図 19 テンペ・ア・パイヤ 外観 
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図 22 テンペ・ア・パイヤ チェスト 
回転させることにより高さを調節できる。寝室
には特に可動性が付与されており、造り付け衣
装棚は平行に動き、チェスト、鏡、サイドボー
ドは用途に合わせて回転する（図 21）。造り付け
の衣装棚の可動性は「E.1027」の図 A とほぼ同
じ手法である。チェストもまた直方体の二つの
角を回転させ、引き出しが飛び出る仕組みで
「E.1027」のチェストや衣装棚の引き出しを発
展させたものとみなすことができる（図 22）。最
も興味深いのは、天窓である（図 23）。円形の板を回転させて、天井から入る光を調整
できるようしている。つまり、光を取り入れるために建築の本体に穴を開けてしまっ
たわけである。この天窓は、「E.1027」の客用寝室に設置された「サテライトミラー」
と名付けられた鏡の一部を円形で切り取り、引っ張り出し、回転させる鏡の構成によ
く似ている。この家でもグレイは「家具」と「建築」を等価に扱っていることが分る。 
さらに似ているのが動線図である。「テンペ・ア・パイヤ」の動線図も、主人の動線、
使用人の動線、太陽の動きが描かれ「E.1027」と共通している。しかし、異なるのは
太陽が外に描かれ、太陽と前述の天窓が結ばれている点である（図 24）。グレイにとっ
ては、この家の中心は天窓で、家はこの窓を通して天体の太陽と結びついているとい
う考えのあらわれではないだろうか。人間、家具、インテリア・建築、太陽が共に連
動することを「E.1027」にもまして意識して、グレイは設計したと捉えることができ
る。グレイは単に機能的で美しい空間を創ろうとしていただけではなく、目には見え
ないけれども太陽に象徴される時間経過と人間の関係を空間デザインに込めていたの
図 23 テンペ・ア・パイヤ 天窓 図 24 テンペ・ア・パイヤ 動線図 
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図 26 幾何学面形の屏風 
図 27 屏風作品群 
図 25 ブリックスクリーン 
かもしれない。 
 
2-4 漆作品から屏風へ 欠けた矩形と空白 
グレイはなぜ全体の一部を分解して回転させた
り平行移動させたりするデザイン手法で家具や建
築を創ったのだろうか。私は、グレイの活動初期
に漆塗りで生み出した屏風にその根源があると考
えている。 
2013 年、パリのポンピドゥー・センターでグレ
イの大々的な展覧会が開催された。建築図面や模
型、家具だけでなく、漆塗りの盆や椀、皿、物入
れなど、多数の漆作品とともに、グレイが菅原から
日本漆芸を懸命に学んだことがわかる漆の調合、技術などが記されたグレイのノート
が展示された。 
グレイの屏風の代表作「ブリックスク
リーン」も展示されていた（図 25）。「ブ
リックスクリーン」は、日本漆芸史の専
門家が 100 年近く前に生み出されていた
ことに驚くほど、日本では発想され得な
かった漆芸作品である。この屏風が、グ
レイの 4 つのデザイン手法に関係が深い
と私は考えている。 
グレイの屏風の変遷を見てみると、
1912 年の屏風「銀河」には具象的な絵画
が描かれており、次の 1914 年の「運命」
では、表に人物の絵が描かれ、裏に抽象
的な曲線が描かれている。そして、1922
年頃から幾何学形の図柄が描かれた屏風
に移行していく（図 26）。この具象から抽
象への移行が大きな転換点になっている
と思われる。幾何学の面形が描かれた屏
風には、さびや銀、金色に見える平面矩
形が描かれているが、折り曲げると面形
の部分は立体になり直方体が飛び出てき
たように見える。屏風の可変性とそれが
生み出す空間性にグレイは注目したので
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図 28 コルク製屏風 
はないだろうか。抽象的な線形の描かれた屏風には、さらに立体が映し出されて見え
る（図 27）。表面には切れ切れの線が描かれているだけだが、映り込んだ図像とともに
眺めると、奥に消えていくようなヴォリュームが見えてくるのである。 
鏡の場合、映像を映し出す素材であっても、映るものと映されるものの主客に大き
な違いは感じられない。しかし、磨かれた漆塗り素材の場合、黒く艶のある表面の中
に微かに、かつ消え入りそうに映像は映し出される。実際にはない虚像の世界が、漆
塗り表面の向こう側に見えるのである。それらは、掴めそうで掴めない。漆ならでは
の映像が生まれるのである。漆塗り屏風の制作を通して、グレイは実像と虚像の淡い
言い替えれば、現実と抽象が交じるフェーズ（位相）があることに気づいたと思われる。 
同時期に幾種類も制作されたのが「ブリックスクリーン」である。上の変遷から想
像すると、映り込んでいる映像をもし切って折り曲げれば、飛び出す絵本のように掴
めなかった映像を引っ張り出せると、グレイは考えたのではないだろうか（図 27）。虚
像を現実に、持って来ることができると考えたのではないだろうか。「ブリック」には
積み上げるという意味も含まれているが、グレイが表した 4 つの模式図の操作から考
えると、積み上げるというより、分解して切りわけ、再構成したと見るほうが妥当に
感じられる。その結果、「ブリックスクリーン」は風や視線を通してしまい本来の屏風
の定義からは逸脱してしまうが、グレイが屏風の機能性を超えてでも創造したかった
ことがあったに違いない。漆の特性は鏡と違い虚像が映り込むこと、屏風の特性は衝
立と違い折り曲げて使うことである。この漆
と屏風の特性を最大限に生かしてデザイン
することにより、グレイだけの屏風ができあ
がったわけである。 
グレイはバドヴィッチとの対談という形
式で、次のように語っている 5）。 
 
「抽象の中に現実を浸透させたい。芸術は
抽象が持つ表現の中にはなく、最も具体的な
ものや個人的な生活に深く秘められた要求
の表現をも包み込むべきです。」 
 
現実は見えるだけのものではなく、見えな
いけれども確かに存在する抽象の世界と共
にあることを屏風で暗示したかったのでは
ないだろうか。 
 
1970 年、グレイが 92 歳ごろに最後に制作
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図 30 タペストリの欠けた矩形と空白 
図 29 セルロイド製屏風 
した「コルク製屏風」は「E.1027」の図 Bと同じ手法でデザインされている（写真 28）。
図 B と同じく長方形をカットして回転させる方法を屏風の 4 曲に渡り適用しているか
らである。この屏風の面白い点は、隔てられた向こう側が見えるだけでなく、屏風の
裏側まで見えてしまう点である。ここにも向こう側の世界を開いて抽象に現実の生活
を繋げようとする意識が感じられよう。抽象図像が描か
れた屏風から図像自体が切り分けられ、さらに複雑に分
解して向こう側と背面までを見せる域に達したのであ
る。自身が生み出した作品にグレイは決して満足しなか
ったといわれているが、この「コルク製屏風」だけは満
足のいく出来栄えと自任していたとされる。 
このようにして、屏風で修業し、屏風で実験し、屏風
で考えて見つけ出したものを、人が暮らすインテリア、
建築の空間に応用できるとグレイは考えたのであろう。
例えば、「E.1027」の居間にもコルク製屏風と同様の屏
風があり、さらには、前述のように「屏風窓」と名付け
た窓を主階のすべての開口部に設置したことから伺え
る。光と風を調節しながら室内に取り入れることができ
るよう考案されたのである。いかに屏風という形式に対
してグレイの関心が強かったかが分る。他にも、1930
年前後にセルロイド、パンチングメタルなど当時の最新
の工業素材を使い屏風を制作している。驚くべきことに、
湾曲したセルロイド製の屏風には取っ手が付けられている（図 29）。取っ手の付いた屏
風がこれまでにあったであろうか。想像するに、グレイは屏風を建築のエレメントで
ある窓に適用した後、逆に、取っ手の付いたガラス窓を屏風にフィードバックしたの
だろう。抽象世界を縦横無尽に自由に捉え、現実の生活デザインに浸透させようとし
たグレイの考えをそこにも見て取ること
ができる。 
ル・コルビュジエの研究者であり建築
家の富永譲先生は、著書の中で「E.1027」
の中には「壁面から細部の形に至るまで
随所にみられる〈欠きとった矩形    〉
のモチーフ。不安定であり、動きを与え
る」と指摘しておられる6）。この指摘に私
は実に重要な気づきをいただいた。見直
してみれば、壁面から細部の形だけでな
く、4つの模式図にも屏風にも〈欠き取っ
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図 31 菅原精造（1911 年） 
た矩形〉が含まれている。分解されて動かされた操作後に残された部分には、すべて
〈欠き取った矩形〉が見いだされよう。グレイの作品には、模式図に示された操作が
様々なスケールや用途に適用されて〈欠きとった矩形〉、言い換えれば「欠けた矩形と
空隙」が生成されていることに気付かされたわけである。 
例えば、1920 年代に制作されたあるテキスタイル作品は織り込まれた四角形の図像
の一部がない（図 30）。「欠けた矩形と空隙」がそのまま織り込まれている。これまで
の考察から見ると、この作品は、動かないテキスタイルではなく、グレイにとって動
いているテキスタイルと捉えざるを得ない。矩形がなくなっているのではなく、折り
曲げられているか、あるいはどこか別の場所にあると考えられるからである。グレイ
の抽象的なものの考え方は具体的な世界と結びつこうとして、動かないものも概念上
は動くものにしてしまう。つまりは時間を感じさせるような作品にしてしまう。グレ
イは「欠けた矩形と空白」を生成させる手法によって、テキスタイル、屏風、家具、
建築のデザインに時間の経過までも反映させていたのである。 
 
3．菅原精造の謎 
 
3-1 菅原とはだれか 
ところで、グレイが「欠けた矩形と空白」を家具や
建築に生成させる切っ掛けは何だったのであろう。グ
レイがヨーロッパの他のデザイナー、建築家と異なる
作品を生み出した背景には、まず漆芸を修得していた
ことに大きな要因があると考えられる。それでは、グ
レイに漆芸を教えた菅原が関係しているはずである。
では菅原とは、なにものだろうか。 
実は、菅原についてはこれまで間違えて伝えられて
いることが多かった。例えば、出身地、渡仏年、渡仏
理由、生没年などについてである。30 年前、私が菅
原について調査を始めた時も、手掛かりが極めて少な
く正確な情報を得ることができなかった。しかし、
徐々に様々な情報が集まるようになり、2000 年、山
形県酒田市に菅原の甥にあたる清次氏が健在だということが分った。私は、清次氏お
話を伺うと共に、菅原から弟に当てた 1900 年代初頭のハガキ、肖像写真を譲り受ける
ことができた（図 31）。これらは、貴重な一次資料である。そのハガキの一枚から菅原
がパリで当時、何を思っていたかが窺える。彼は次のように書いている。 
「美術の盛んは平和の証也。軍人は軍刀を持って誇るも宜しあるべし。我は漆刷毛
持って満足」 
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図 32 制作風景 
ヨーロッパにも日本にも第一次世界大戦が歩み寄って来ている時代に、菅原は武器
でなく漆と芸術で世界平和を図る意気込みを持っていたことがわかる。 
清次氏にようやく辿り着いた頃、フジテレビ、ニュースジャパンの当時のプロデュ
ーサー熱田充克氏から、菅原に関する情報を尋ねられる手紙をもらった。私は菅原に
ついて知っていることを全て伝えた。熱田氏はジャーナリズムの観点から菅原につい
て調査を本格的に開始され、私はグレイとの関係に主軸をおいて山形をはじめ岩手、
福島、新潟、東京へ菅原をさらに探る調査を続けた。その後、一人よりも二人で情報
交換をしたほうが、菅原の謎を解きやすいと私たちは考え、冗談半分で菅原探偵団を
結成し、各々がわかったことは交換し、次どこに行くのか何をするかを共有した。2016
年、熱田氏は菅原の人生を鮮やかに丁寧に浮かび上がらせた著書『パリの漆職人 菅
原精造』を上梓され7）、私は 1990 年代からグレイ作品に与えた菅原の影響について、
黒田智子先生の編による『作家たちのモダニズム』や『モダニズム再考（海外編）』、
デザイン史学研究会、日本デザイン学会などで論文を執筆してきた8）。 
その経過で最も重要な出来事は、フランス
で菅原の娘が見つかったことである。どのよ
うにして見つかったかについて少し触れてお
きたい。菅原の死亡証明書から彼の墓がパリ
近郊にあることに熱田氏は気づき、フジテレ
ビパリ支局のクロード・ルシアン＝ブラン氏
が地図で探してくださった（今と違ってグー
グル検索はできないのでたいへんな時間がか
かったはずである）。しかし墓守の人に尋ねて
も娘の住所は分からなかった。日本のお彼岸
のような日に訪れるのではないかと私はふと思い、熱田氏、
クロード氏経由で墓守の担当者に伝えてもらった。すると、
間もなくして、墓参りに訪れた娘のジャクリーヌ・マルタン
夫人が見つかったのである。その後、急激に様々なことがわ
かり始めた。2008 年には、マルタン夫人の自宅を私は訪ねる
ことができ、菅原の作品や手紙を写真に収めることができた。 
遺品の中には前述の「ロタ通りのアパルトマン」の改装の
ためにグレイがデザインしたソファを直に制作している菅原
の写真が遺っていた（図 32）。これは、菅原がグレイの作品を
共同で創っていたことを、はっきりと証明できる初めての史
料である。 
マルタン夫人の家には菅原の作品や制作している時の写真
もいくつも遺されていた。それまで菅原の作品は数点を白黒 図33 女性の頭部像ぞう 
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図 36 鯨が描かれた屏風 図 37 レリーフ 
写真で見ることができるのみで、現存しないとされていたので、驚くべきことであっ
た。モジリアーニの絵を立体化したような女性の頭部像（図 33）や小物入れ（図 34）
や煙草入れ（図 35）、鯨が描かれた屏風（図 36）やレリーフ（図 37）など、すべて漆
芸作品である。鯨の屏風はグレイのように立体が浮かび上がるような作品ではないが、
鯨が泳いでいる背景には抽象性の高い黒い三角形が描かれており、動きを強調してい
る点はグレイと共通するものがある。このように、菅原の作品やグレイとの共同作品
が見つかったことは、極めて重要である。特には額絵（図 38）とチェスト（図 39）と
テーブルの脚（図 40）はグレイのデザインの可能性がたいへん大きい。欧米の研究者
は、まだこの可能性に気付いていないと思われるので、極めて貴重な一次資料である。
また、菅原とグレイの作品の他に、彫刻家木内克の動物の作品も遺されていた。これ
らについては、まだ謎が多いため、さらに詳しく調べる必要があると考えている。 
  
図 35 煙草入れ 図 34 小物入れ 
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図 39 チェスト 図 38 額絵 
一方、山形県の酒田市に何度か通っているうちに、菅原がどのように修行していた
かなどが判明してきた 9）。特には、酒田市立資料館で資料を調べた結果、菅原が圓山
卯吉の元で修業したことが分った。近くの寺に圓山の功績を示した石碑があり、その
裏に菅原の名前が記されている。菅原は養子に入った菅原家の関係で、圓山が経営し
ていた済世学校が併設されたカワセ屋という漆や家具を扱う商店で働き、修行してい
た。その後、東京美術学校に入学する。いくつもの文献で菅原は「東京美術学校卒業」
とされている。しかし、私が調べた範囲では、卒業を証明する記録が見つからなかっ
たため、現東京藝術大学に行き、吉田千鶴子氏に残っている文書を調べていただいた
ところ、1901 年に入学し 3年以上は在籍しているが 1905 年に渡仏してそのまま帰国し
ていないことから、菅原は卒業していないことが分った。 
また、東京藝術大学の図書館で古い文献、特に東京美術学校の校友会月報を調べる
と、菅原がどのようにしてパリに旅立ち、どのような生活をしていたかについても分
ってきた 10）。東京美術学校の師匠で兄のような存在の辻村松華と共に、菅原が横浜か
ら船に乗りこみ渡仏した時、同船の芸術家たちはとても心が躍っていたことを、辻村
が『渡仏紀行』として記している。辻村は東京美術学校から抜擢され、リュシアン・
ガイヤールという金工家の工房で仕事をすることになり、菅原を同行したのである。
辻村は気性の激しい漆芸家であったため、工房を大きくするために無理難題を押し付
けて来るガイヤールと意見が合わず、日本へ帰国してしまうが菅原はパリに残ること
を決断する。菅原はこの頃にすでにグレイに出会っていたと思われる。パリでは日本
を代表する画家の藤田嗣治とも親交を深める。他にも稲垣吉蔵、碓田勝己をはじめ多
くの日本人芸術家がパリに滞在しており、みんなで狭い部屋に集まり気持ちを寄せ合
って暮らしていた旨が、画家の津田清風や安井曾太郎たちの回想録から伺うこともで
図 40 テーブルの脚 
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図 42 菅原精造と高村光雲 
図 41 青光粉 荒川特製 喜多方 
きる。 
グレイの出生国アイルランドで調
査をした際も、貴重な史料を見つける
ことができた。ダブリンのアイルラン
ド国立博物館の中にグレイ作品だけ
を展示している部屋がある。その中に、
漆関係の箱の蓋が展示されており、眼
を凝らしてみると消えかかってはい
るものの「青光粉 荒川特製 喜多方」
という文字が書かれているのが読み
取れた（図 41）。そこで早速、福島県
の喜多方に行き、調査したところ、偶然、立ち寄った漆芸品の商店、北見八郎平商店
の階段踊り場に、昔の漆芸関係者が住んでいた場所を示す手書きの地図が飾られてい
た。その地図の中に「荒川」と記された家を見出すことができた。これはご主人の北
見氏の手によるものであり、お話を伺うと、荒川耕三という名の漆の材料や顔料を作
っていた職人が住んでいた家であること、遺族が存命であることも分かった。 
漆芸の材料はヨーロッパでは手に入らないため、菅原が何度も山形の家族に宛てて、
グレイの制作のために漆芸の材料を送ってくれるよう頼んでいる手紙が遺されている
が、山形だけではなく、福島からも漆の材料を送ってもらっていたことが分った。菅
原とグレイが使用した漆芸顔料を精製していた場所が判明したのはこれが始めてであ
る。20 世紀初頭、今のような通信網も運輸網も発達してはいない時代にもかかわらず
日本とパリは確かに結びついて、グレイの作品が実現していたことが実感される史実
である。 
 
3-2 グレイに何を伝えたか 
最近、菅原が明治期を代表する彫刻
家、高村光雲に師事していたことが判
明した。マルタン夫人のもとに遺され
ていた写真の内の一枚に菅原がひげ
を蓄えた教師らしき男性と一緒に写
っている写真があったのだが、この男
性が一体誰なのか、長い間、私には分
からなかった。しかし、ある時、高村
光雲の著書の表紙を見て、その相貌が
よく似ていることに気づいた（図 42）。
改めて、菅原が東京美術学校に通った
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頃のカリキュラムを調べてみると、菅原が学んだ 4 年の間、高村は漆工科の教授とし
て勤めていた。当時の東京美術学校の漆工科の在学生は、1 学年 4、5 人でごく少人数
であったことから考えると、菅原が高村教授から相当に影響を受けたことが想像でき
る。他に江戸時代からの蒔絵を伝えた漆芸家、川之辺一朝や辻村松華などが菅原に教
えているが、マルタン夫人によると菅原は高村との写真を生涯、とても大事にしてい
たという。この夫人の証言からいかに菅原が高村を尊敬していたかがわかる。 
ところで、菅原はこれまで漆芸家として知られてきた。しかし、高村は江戸・明治
を代表する彫刻家であることから、菅原が高村から彫刻や立体造形を学んでいたのは
明かである。また、菅原は、山形での修行時代に家具製作を習っていた。さらに、菅
原の墓を訪れてみると、彼の墓石には「漆芸家」だけでなく「彫刻家」とも刻まれて
いる。これらの事実は、グレイ研究にとってもたいへん貴重である。なぜなら、グレ
イが菅原から漆芸だけでなく、彫刻と立体造形も習ったことを意味するからである。
さらに一見、グレイの作品は、日本美術と関係がないように見えるが、菅原が高村か
ら受け継いだ日本美術の制作手法がグレイにも流入したと考えられるからである。 
江戸時代の日本画家・土佐光起は「白紙ももやうのうちなれば心にてふさぐべし」
ということばを記している 11）。あえて何も描かれていない「白紙」を重視し、見る者
の想像を喚起させる日本画の理念であり画法である。日本美術には白紙の部分に無を
見るのでなく、白紙の奥、その向こうにまだ何か存在することを描かずして伝える文
化がある。水墨画をはじめ、襖絵、漆芸品、違い棚などの室内装飾、その他さまざま
な美術品において、白紙の部分を持たせて空のままにする手法が多い。反対に西洋で
はすべての面を埋めてしまう傾向が大きい。この日本美術独自の特質を、江戸美術の
粋を極めていた高村から菅原は学んだであろう。その菅原を通して、グレイは何かを
受け取ったかもしれない。 
高村を東京美術学校の教員として招聘した岡倉天心は、1906 年に英文で書いた『茶
の本』の中で、茶室について「故意に何かを仕立てずにおいて、想像の働きでこれを
完成させる」と書いている。あえて空いている所が創られた茶室は「空虚の家」と言
えるとも表現し、アメリカやヨーロッパの人々に自国の空間美学を強く訴えたのであ
る。この岡倉と歩みを共にしたのが高村であり、高村から学んだのが菅原である。し
たがって、菅原から日本の空間美学が、フランスでグレイに伝わり、「欠けた矩形と空
隙」を特徴とする建築、家具ができたと推察しても大きく間違えていないと考える。 
同じく菅原から漆芸を習ったスイス人漆芸家、ジャン・デュナンの屏風には白い部
分はあるものの、刷毛のタッチで埋め尽くされた白色である。他にデュナンは多数の
壷や豪華客船の内装なども漆塗りで手がけているが、グレイのような空白はない。菅
原がデュナンに手ほどきしたレッスンが、数回にとどまるうえ、デュナンは日本漆芸
の丁寧な工程を省こうとしたからかもしれない。つまり、日本美術の特色まではデュ
ナンに伝わらなかったと考えられる。 
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図 43 菅原精造の墓石 
一方、パリで菅原から漆を学んだ日本人漆芸家の浜中勝の作品は、グレイのような
抽象性はないが屏風に描かれた人物群の背景は黒い漆で塗りこめられており、いわば
空白が残されている。このように、受け取る人によって日本美術の伝達の深度も展開
の仕方も異なるが、グレイの「欠けた矩形と空白」から感じられる「無いけれども有
る」というものの考え方には、仏教を通して育まれてきた日本美術の仏像や襖絵、絵
画、調度品などの影響があったのではないだろうか。 
前述のように、菅原が墓石に漆芸家より
彫刻家と先に記していた（図 43）。マルタン
夫人によるとロダンに憧れていたとのこと
でもある。菅原は、彫刻家としてフランス
で自己を確立したかったのかもしれない。
菅原の友人にロダンの片腕と言われた稲垣
吉蔵がいる。彼もまた高村の教えを受けた
後に渡仏し、グレイの作品の手伝いをして
いることが分っている。この稲垣や木内な
ど菅原のまわりの日本美術家についてもま
だ多くの謎は残っている。しかし、日本の漆・彫刻・空間美学を通奏低音として、岡
倉、高村、菅原、グレイ、ロダンが繋がっていることが明らかになってきた。今後、
国籍を超えたこの時代の影響関係をさらに探りたいと考えている。 
 
4．ル・コルビュジエの謎―ル・コルビュジエはなぜ落書きしてしまったのか？ 
 
最後の問いは、ル・コルビュジエはなぜグレイの家に壁画を描いてしまったのか、
である。フランスのサヴォア邸、ロンシャン教会、日本でも東京の国立西洋美術館な
ど、世界中の多くの建築によって世界遺産にも登録された建築家である。その巨匠が
なぜ南仏の小さな家に落書きしたのだろうか。 
当時、ル・コルビュジエとバドヴィッチは友人であり協同者でもあった。ル・コル
ビュジエはあらゆる手段を使い自分の考えを世の中に広めようとしており、雑誌を発
行しているバドヴィッチは幾度もル・コルビュジエ作品を『ラルシテクチュール・ヴ
ィヴァント』誌に掲載した。グレイも建築の設計を勉強し始めたころ、この雑誌のレ
イアウトを手伝ったとされる。バドヴィッチあるいは直接、ル・コルビュジエとその
作品を通して、グレイが影響をうけたのは想像に難くない。グレイは建築の勉強を始
めた時に、アドルフ・ロースの図面を模写し、リートフェルトに憧れてオマージュと
しての家具を作るなど、他の建築家たちに倣いながらオリジナリティを磨いていった
人である。当然のように、ル・コルビュジエからも様々なことを吸収したと思われる
が、グレイは単に模倣したわけではない。 
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図 45 ル・コルビュジエの落書き 
図 44 落書きをするル・コルビュジエ 
例えばル・コルビュジエは自身が設計したレマン湖の湖畔の「小さな家」という母
の家を、グレイがまねて「E.1027」を設計したと語っていたとも伝えられている。し
かし、実際のところ、類似点は少ない。また、グレイがル・コルビュジエから受けた
影響は近代建築５原則（自由な平面、自由な立面、ピロティ、屋上庭園、横長連装窓）
とよく言われるが、丁寧に比較すると、グレイの建築は近代建築５原則に当てはまら
ないことが分る。まず、「E.1027」の下階ピロティは一方は柱が並べられているが、傾
斜地なので一方は土の断崖であり、サヴォア邸のようなピロティとは異なる。屋上に
は上れるが庭園はない。なにより、主階の開口部は横長の連窓ではなく、縦にも横に
も開放できる「屏風窓」であり、いわば全面連窓である。 
1938 年頃、ル・コルビュジエはおそらくはバドヴィッチに誘われたのであろう、夫
人とともに「E.1027」を訪れている。そして、グレイに家のデザインを称賛するハガ
キを送っている。想像に過ぎないが、バドヴィッチはル・コルビュジエの一種の崇拝
者であったため、「E.1027」を見てほめて
もらいたかったのではないかと思われる。
ル・コルビュジエが記念に壁画でも描こう
かと言った時、バドヴィッチは、グレイも
喜ぶだろうと考えて止めなかったかもし
れない。その後、ル・コルビュジエは
「E.1027」に我が物顔で滞在し、8 枚もの
絵をグレイに無断で描いてしまった（図
44,45）。 
ル・コルビュジエからすれば、バドヴィ
ッチを通していることから、グレイには理
を入れたと思っていたであろう。あるいは、
自負心の強いル・コルビュジエであったか
ら、喜ばれることはあっても非難されるこ
となどないと高をくくっていたかもしれな
い。しかし、グレイはこの横暴に対し激怒
した。もし家に絵が必要であれば、自分で
描くと語ったともされる。グレイの予想外
の反応にル・コルビュジエは戸惑ったに違
いない。結果、二人の交友関係は決裂する
ことになった。ところが、ル・コルビュジ
エは自身のアトリエ「カップ・マルタンの
休暇小屋」をグレイの家のすぐ裏に建てて
もいた（図 46）。グレイは他の誰からも見
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図 47 E.1027 に迫るル・コルビュジエの建築 
図 46 カップ・マルタンの休暇小屋 
られない、海からしか見えないこの場
を選んだはずであったが、ル・コルビ
ュジエはアトリエの他にレストラン、
宿泊施設、作業小屋を建て、幾度も、
カップ・マルタンに来て過ごした。現
地を訪れてみるとわかることだが、宿
泊施設は「E.1027」からほんの 2,3 メ
ートルの位置、直上にあり、ほとんど
乗りかかるように建てられている（図
47）。これは、壁画を描くだけでは収ま
らないほど、ル・コルビュジエが
「E.1027」に対して執心していたこと
を示している。 
ところで、ル・コルビュジエが壁画
を描いた「E.1027」の壁は、いずれも
グレイがあえて空けておいたにちがい
ない白い壁である。「欠けた矩形と空隙」
には抽象性と現実の生活の融合が意図
され、時間の経緯が表現されていたよ
うに、グレイの白い壁は、実際は身体
が入り込むことはできないが、概念的
には入り込むことができる向こう側が
示唆されていた。二次元から三次元、
三次元から四次元、さらなる次元へ、
向こう側にまだ空間があり、それを含
めて我々は現実の生活を生きていると
いうことをグレイは伝えている。つま
り、私たちの快適さのためには、見え
ているものだけではなく、また機能に
よる身体的な満足だけでなく、精神的
な満足が必要であることをグレイは主
張しているわけである。そのために見えず触れないけれども、確かにあるものを感じ
取らせるために白い壁を残していたはずである。 
その重要な白い壁に、ル・コルビュジエは絵を描いてしまったのである。ひょっと
すると、ル・コルビュジエは白い壁の意味をそれをよく理解していたのではないだろ
うか？場合によっては、バドヴィッチやグレイよりも「E.1027」の重要性を理解して
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いると、自覚していたのではないだろうか。 
よく言われるように、ル・コルビュジエはピカソを超えたいと考えていた。彼は、
キュビスムの研究を通してピュリスムを確立していく中、初期には静物を描いていた
がやがて躍動的な肉体を多数描き、ほとばしるような動き、つまり時間の経過を独自
の表現で絵に昇華させようとしていく。グレイの次元の奥行が表現された「E.1027」
の壁を見た時、自分が描くべき時間の経過のためのキャンバスとしてうってつけと感
じたのかもしれない。3次元の次の次元まで示唆するようなキャンバスは他にはないで
あろうから、自分の建築に描くより「時間を描きたい」とル・コルビュジエが感じた
可能性があると私は考えている。そして、そのような絵をグレイにプレゼントしよう
とも思ったかもしれない。望んでもいないプレゼントは、グレイにとってはたいへん
に迷惑なことだったであろうが、ル・コルビュジエにとっては、「あなたのことはわか
っている」というメッセージを込めた行為であり、ある意味では、同志の交流として
の落書きであったのかもしれない。 
一方のグレイは晩年、ル・コルビュジエのプレゼンテーション能力を改めて讃える
言説を遺し、彼の訃報に際し、哀悼の意を表したとされる。ル・コルビュジエの蛮行
をグレイは最後に理解した可能性がある。 
実現させた作品量も政治手腕も 2 人は対照的なほど異なっているが、建築に込めら
れるデザインの理念、手法、人々へ提案する空間に 2 人は共通するものがあったので
はないだろうか。ル・コルビュジエは「住宅は住むための機械である」と述べた。一
方、グレイは「住宅は住むための機械ではなく、人間にとっての殻であり、延長であ
り、精神的な発散である。」と言ったことが評伝に書かれている。一読すると、反対の
ことを提言しているように捉えられるが、ル・コルビュジエもまた「人間にとっての
殻であり、延長であり、精神的な発散」となるように思索が重ねられた住宅を数多く
設計している。特に、「建築的プロムナード」に代表されるように、光と影の移ろいを
動きながら感じられるように、つまり時間の経過を実感できるように設計された住宅
には、グレイとの共通項が大きい。 
見えるだけのものではなく、使えるだけのものではなく、ただ美麗なだけではなく、
時間を空間化して人間の精神に応えようするという考えが 2 人の建築からは時代を超
えて届けられているように感じられる。 
ル・コルビュジエがなぜ落書きをしたのかについて、現在、「グレイの才能への嫉妬
からであろう」という推測が常套となってきたが、それだけでなくに加えてグレイへ
の共鳴が大きかったのではないかと私は考えている。 
 
5．まとめ 
 
グレイの作品の重要性に気付いていたという点では、バドヴィッチも重要な言説を
－ 89 －
残している。特に、1924 年、バドヴィッチがオランダの雑誌『ウェンディンヘン』に
書いたグレイ論はたいへん優れた論考である 12）。グレイのその後の展開を予言するか
のように作品の特質を言いえているからである。 
 
「彼女の作品のうちに抽象幾何学的な原理を見出すことができる。抽象幾何学的な
原理とは家具や小物のそれぞれが別々に離れて置かれて周りのものと関係なしに単独
で構成しているのではなくて、周りのそれぞれが他のものと補い合っているような原
理であり、それぞれの形を定める輪郭が壁の輪郭と一緒になって溶け合ってしまうよ
うな原理である。終結したり完結したりする輪郭はもはやなく、無限に可塑的な空間
の中で豊かな統一性が示される。それは抽象的な家具概念の実現である。」 
 
バドヴィッチは日本美術の神髄を知らなかったはずだが、あたかも看破しているか
のようである。「終結したり完結したりする輪郭はもはやなく」「周りのそれぞれが他
のものと補い合っている」とは、空いているところも心でふさぐ、故意に何かを仕立
てずにおいて想像の働きでこれを完成させるといった日本美術の特質と同様の見解だ
からである。日本美術が重視する空白や「空虚の家」としての茶室に共通する空間感
覚がグレイ作品に潜んでいることにバドヴィッチは気付いており、だからこそ建築を
薦めたとも考えられる。 
 
建築史や美術史は、ともすれば歴史のための歴史と捉えられがちであるが、歴史に
学び新しいものを創造したのがアイリーン・グレイであり、ル・コルビュジエであり、
菅原精造である。彼らを受けてさらに新しいものを創ったデザイナーが、例えば倉俣
史朗、そしてドイツの家具デザイナー、コンスタンチン・グルチッチである。グレイ
評伝の翻訳者であり、グレイの日本における初めての特集号を発行して執筆された小
池一子氏は、まだグレイに関する情報がほとんどない時から、倉俣氏がグレイ（とマ
ッキントッシと）は研究しておくべきと語ったとグレイ評伝のあとがきに記されてい
る 13）。改めて見てみると、倉俣作品にもまた独特の空白があり、引き出しにも大きな
関心が示されている点にグレイ作品からの発展を感じることができる。また、グルチ
ッチは、規定の平面や立体を折り曲げ、回転させるデザイン手法による家具を多く発
表している。彼もまたグレイへの称賛を惜しまないだけでなく、その理念と手法を継
承しているかのようであるる。このようにグレイが現代に繋がっているということは、
建築や美術の歴史が、歴史のためだけで終わらないという証ともいえる。 
私がグレイに関する研究をはじめたのは 30 年前、大学院でテーマを探していた時で
ある。たまたま書店で上記の小池氏が企画されたグレイの特集号を手に取り、また同
じころ、当時の指導教官、竹内次男先生から「グレイを知っているか、研究してみな
いか」と提案されたのが切っ掛けである。ちょうど、「いったい、人はどのようにして
－ 90 －
建築を発想し、考えを最終決定できるのか」について、ひどく悩んでいた時であった。
もしかすると、過去の誰かのデザインの方法を勉強すれば、自分も迷いなくデザイン
できるようになるのではないか、とすがる思いでグレイ研究着手した。途中、幾度も
断念しながら長い探索を経て今に至る。いくつかのことは判明したが、まだ謎は解き
きれていない。今後も、未来に何をどう創るのか問いながら、歴史を探り続けててい
きたいと考えている。 
 
【付記】 
本稿は JSPS 科研費 JP16K02287 の助成による研究成果の一部である。 
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【追記】 
本講演の後、2018 年 10 月、東京都庭園美術館「エキゾチック×モダン アール・デ
コと異境への眼差し」展において、菅原精造の屏風、彫刻、小品など漆芸作品が展示
された（会期：2018 年 10 月 6 日（土）～2019 年 1 月 14 日）。同展を企画された関昭
郎氏からの依頼に応えて筆者は作品写真・論文などの資料を提供し、熱田充克氏と共
にフランスの菅原の遺族（孫娘）に繋いだ結果、菅原作品の日本における初めての展
示が実現したものである。 
 
(2018 年 1 月 20 日、生活美学研究所本年度生活デザイン研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 黒 田 智 子 
－ 93 －
